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第
5
版
は
し
が
き

本
辞
典
は
、
平
成
五
年
に
初
版
が
刊
行
さ
れ
、
平
成
一
二
年
に
第
2
版
、
平
成
一
八
年
に
第
3
版
、
平
成
二
四
年
に
第
4
版

と
改
訂
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
最
後
の
改
訂
か
ら
八
年
が
経
過
し
、
こ
の
間
、
民
法
（
債
権
関
係
、
相
続
関
係
等
）
や
刑
事

訴
訟
法
と
い
っ
た
基
本
法
分
野
で
の
大
幅
な
法
改
正
や
、
い
わ
ゆ
る
平
和
安
全
法
制
の
整
備
（
自
衛
隊
法
の
改
正
等
）
を
は

じ
め
と
す
る
各
法
分
野
で
の
重
要
な
法
改
正
が
あ
り
、
ま
た
、
天
皇
の
退
位
等
に
関
す
る
皇
室
典
範
特
例
法
、
行
政
手
続
に

お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
（
い
わ
ゆ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
）、
行
政
不
服
審
査

法
、
特
定
秘
密
の
保
護
に
関
す
る
法
律
等
と
い
っ
た
新
た
な
法
律
の
制
定
が
さ
れ
る
な
ど
し
た
こ
と
か
ら
、
本
辞
典
の
内
容

を
ア
ッ
プ
・
ト
ゥ
・
デ
ー
ト
な
も
の
と
す
る
た
め
、
第
5
版
を
刊
行
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

こ
の
度
の
改
訂
で
は
、
令
和
二
年
一
月
一
日
を
基
準
日
と
し
、
基
準
日
ま
で
に
公
布
さ
れ
た
法
令
（
必
要
に
応
じ
て
基
準

日
後
に
公
布
さ
れ
た
も
の
も
含
む
）
を
前
提
と
し
て
、
用
語
の
説
明
内
容
や
引
用
条
文
等
に
必
要
な
修
正
を
加
え
る
と
と
も

に
、
新
た
に
約
六
〇
〇
項
目
を
加
え
、
ま
た
、
既
存
項
目
の
要
否
を
改
め
て
検
討
し
て
約
三
〇
〇
項
目
（
個
々
の
独
立
行
政

法
人
の
項
目
等
）
を
削
除
す
る
な
ど
し
た
結
果
、
総
項
目
数
は
約
一
万
四
一
〇
〇
と
な
っ
て
い
ま
す
。

改
訂
に
当
た
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
、
各
項
目
に
つ
い
て
、
極
力
、
平
明
簡
潔
に
正
確
な
説
明
を
行
う
よ
う
に
心

懸
け
ま
し
た
。
こ
の
第
5
版
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
、
法
律
関
係
の
業
務
に
携
わ
る
実
務
家
や
、
大
学
、
法
科
大
学
院
等
で

法
律
を
学
ぶ
学
生
の
方
々
、
更
に
は
法
令
用
語
に
触
れ
る
こ
と
の
あ
る
一
般
の
方
々
に
も
広
く
役
立
つ
も
の
と
な
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

令
和
二
年
一
〇
月

法
令
用
語
研
究
会
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津
野

修

有
斐
閣
の
方
か
ら
法
律
用
語
の
辞
典
を
作
り
た
い
と
い
う
話
が
持
ち
込
ま
れ
、
こ
の
辞
典
の
仕
事
に
取
り
掛
か
っ
て
か
ら
、
か
れ
こ
れ

七
年
余
の
年
月
が
た
っ
た
。

こ
の
間
、
語
句
の
選
定
を
初
め
、
用
語
の
説
明
の
執
筆
、
読
み
の
確
認
、
再
三
に
わ
た
る
校
正
な
ど
こ
の
辞
典
の
作
成
に
様
々
な
面
で

参
加
し
、
余
暇
を
犠
牲
に
し
て
御
協
力
を
い
た
だ
い
た
現
役
及
び
元
の
当
局
参
事
官
、
参
事
官
補
の
諸
氏
に
対
し
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上

げ
る
と
と
も
に
、
そ
の
努
力
に
対
し
心
か
ら
敬
意
を
表
し
た
い
。

ま
た
、
元
国
立
国
語
研
究
所
長
・
林
大
先
生
に
は
、
解
説
文
全
体
に
わ
た
り
、
貴
重
な
御
意
見
・
御
示
唆
を
頂
戴
し
た
ほ
か
、
一
般
読

者
の
利
用
の
便
を
考
慮
し
て
巻
末
に
「
漢
字
音
訓
一
覧
」、「
関
連
語
・
類
義
語
一
覧
」
を
作
成
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、
多
大
の
御
協
力
を

い
た
だ
い
た
こ
と
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

こ
の
辞
典
の
作
成
に
当
た
り
、
当
初
の
構
想
は
、
極
め
て
簡
単
な
内
容
の
も
の
を
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
が
、
で
き
上
が
っ
た
も
の
を

見
る
と
、
項
目
数
も
一
万
三
千
語
を
上
回
る
と
い
う
、
か
な
り
大
部
の
本
格
的
な
も
の
に
な
っ
た
よ
う
に
思
う
。

こ
の
辞
典
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
説
明
を
極
力
簡
潔
平
明
な
も
の
と
し
、
ま
た
、
で
き
る
限
り
ア
ッ
プ
・
ツ
ー
・
デ
ー
ト
な
も
の
と
す

る
べ
く
努
力
し
た
つ
も
り
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
七
年
余
の
間
に
は
度
々
の
法
律
改
正
も
行
わ
れ
て
お
り
、
完
全
に
そ
の
全
部

を
追
い
き
れ
て
い
る
か
、
ま
た
、
正
確
さ
に
お
い
て
も
説
明
文
の
長
さ
に
限
界
が
あ
っ
た
こ
と
等
か
ら
不
備
、
不
十
分
な
点
が
な
い
か
、

お
そ
れ
て
い
る
。
読
者
諸
賢
の
御
叱
正
、
御
批
判
を
ま
ち
た
い
。

こ
の
辞
典
の
特
色
は
、
掲
載
語
句
の
多
さ
の
ほ
か
、
項
目
を
仮
名
見
出
し
で
配
列
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
法
律
専
門
家
の
方
々
に
は
や

や
煩
わ
し
い
面
も
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
が
、
一
般
の
人
々
や
初
学
の
人
々
に
は
、
そ
れ
な
り
に
意
義
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

と
も
あ
れ
、
こ
こ
に
漸
く
こ
の
辞
典
が
刊
行
の
運
び
と
な
っ
た
こ
と
は
、
編
集
を
代
表
す
る
者
と
し
て
、
こ
の
上
な
い
喜
び
で
あ
る
と

と
も
に
、
各
界
各
層
の
多
数
の
人
々
の
お
役
に
立
て
ば
、
執
筆
者
一
同
に
と
っ
て
も
望
外
の
幸
せ
で
あ
る
。

最
後
に
、
こ
の
辞
典
の
編
集
に
当
た
り
、
前
内
閣
法
制
局
長
官
総
務
室
第
一
課
長
・
眞
田
誠
次
氏
、
有
斐
閣
の
村
岡
侖
衛
氏
の
御
協
力
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と
御
尽
力
な
く
し
て
は
、
こ
の
辞
典
の
刊
行
も
未
だ
覚
つ
か
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
深
く
感
謝
の
意
を
表
し
て
お
き
た
い
。

な
お
、
法
令
用
語
研
究
会
は
、
内
閣
法
制
局
の
職
務
を
経
験
し
た
者
に
よ
る
私
的
研
究
会
で
あ
り
、
こ
の
辞
典
の
項
目
の
解
説
に
つ
い

て
は
、
各
執
筆
者
の
個
人
的
見
解
で
あ
る
こ
と
を
念
の
た
め
付
言
し
て
お
き
た
い
。

平
成
五
年
一
〇
月




